
健康寿命延伸対策（大垣市第３次地域保健計画）　

基本施策１　生活習慣の改善と疾病予防への支援

（１）健康的な食生活の支援　　　

目標 実績値
進捗
状況

1
・食生活教室の開催
・伝達講習会の開催支援
・ホームページによる啓発

伝達講習会開
催回数

100回 93回 B 保健センター

2
・地区伝達講習会におけるレシピの配布
・イベント等における啓発

レシピ配布数 8,500枚 10,480枚 A 保健センター

3

・減塩レシピの配布
・ショッピングセンターにおける減塩フェア
の開催
・飲食店におけるヘルシーメニューの提供

減塩フェア開
催

実施
実施
6回

A 保健センター

4
・糖尿病予防教室の開催
・糖尿病の栄養相談の開催

糖尿病の栄養
相談開催回数

20回 22回 A 保健センター

（２）生涯にわたる歯と口腔の健康への支援　　　

目標 実績値
進捗
状況

5-1
・マタニティ歯科健診の受診促進（受診票の
交付、ホームページ、広報、啓発チラシによ
る周知）

マタニティ歯
科健診受診率

53.0% 44.0% B 保健センター

5-2
・ぎふ・さわやか口腔健診の受診促進（受診
券の送付、ホームページ、広報、啓発チラシ
による周知）

ぎふ・さわや
か口腔健診受
診率

4.0% 2.5% C 国保医療課

5-3 ・歯科医師等による口腔ケア講演会の開催 開催回数 27回 27回 A 高齢福祉課

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課

  　おおがき生き活きヘルスプラン　令和7年度事業実績

  進捗状況　A：100%以上　　C ：70％未満
  　　　　　B： 70％以上　 －：評価対象外

取組み

①バランスの
  良い食生活
  の推進

R7年度

（主な事業） 担当課
評価
指標

①歯科健康診
　査の受診促
  進

様々な機会を通じて、各年代に応じた定期的な歯科健康診査の必要性を周知し、歯科健康診査の受
診を促進します。

　健康教育で食に関する指導等を実施し、バランスの良い食生活の啓発に努めます。

№

内　　容

②野菜摂取量
  増加の推進

③減塩の推進

　地域の団体と協働し、講習会等を通じて野菜の摂取量増加の啓発に努めます。

地域の団体・事業者等と連携し、「減塩の日」の啓発を行うとともに、減塩食のレシピの提供に努
めます。

①歯科健康診
  査の受診促
  進

④糖尿病予防
　に向けた栄
　養指導の充
　実

健康教育や相談等を実施し、糖尿病の発症・重症化の予防と改善に向けた栄養指導の充実に努めま
す。

取組み

内　　容
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目標 実績値
進捗
状況

6 ・1歳6か月児健診における個別指導の実施
1歳6か月児健
診個別指導

実施
実施
924人

A 保健センター

7-1
・５歳児における歯みがき指導、フッ化物洗
口の実施

歯みがき指導
実施園数

18園 18園 A 保育課

7-2
・給食後の歯みがき指導の実施
・フッ化物洗口の実施

フッ化物洗口
実施学校数

28校 28校 A 学校教育課

8
・成人健診における歯科指導の実施
・地区伝達講習における歯科指導の実施

成人健診歯科
指導

実施
実施

173人
A 保健センター

9
・笑･話･歯 動場における歯科指導の実施
・歯科医療機関における啓発チラシの配布

笑・話・歯 動
場歯科指導

19会場 19会場 A 保健センター

（３）こころの健康づくりへの支援　　　

目標 実績値
進捗
状況

10 ・健康相談の実施 実施回数 48回 48回 A 保健センター

11
・地域、笑・話・歯 動場等における健康教
育の実施

実施回数 23回 23回 A 保健センター

③生活習慣病
  予防に向け
  た口腔ケア
  の推進

②こころの健
  康づくりに
  関する正し
  い知識の普
  及啓発

①健康相談の
  実施

評価
指標

R7年度

担当課

　健康教育や健康診査等において、乳幼児期、学童期の歯科保健指導の充実に努めます。

取組み

内　　容

№ （主な事業）

　園や小中学校において、フッ化物洗口や給食後の歯みがき等を実施し、むし歯の予防に努めます。

　健康教育等で、口腔機能の維持・向上の重要性について、周知啓発に努めます。

　心身の健康に関する相談に対応します。

　健康教育等で、こころの健康づくりに関する正しい知識の普及啓発に努めます。

内　　容

健康教育等で、歯周病と生活習慣病の関連性における口腔ケアの重要性について周知啓発に努めま
す。

②歯科保健指
  導の充実

取組み
№ （主な事業）

評価
指標

R7年度

担当課

④オーラルフ
  レイル対策
  の推進
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（４）身体活動・運動の推進　　　

目標 実績値
進捗
状況

12

・ホームページ、啓発チラシによる啓発
・成人健診、本気でやせたい人の運動教室、
糖尿病予防教室、ボディコントロール教室の
開催

運動教室
開催回数

50回 50回 A 保健センター

13
・健康づくり教室、スポーツ教室（一般、壮
年、親子）の開催

スポーツ教室
参加者数

5,300人 5,281人 B
社会教育

スポーツ課

14
・広報、ホームページ、啓発チラシによる情
報提供

健康ポイントチ
ラシ配布枚数

5,000枚 5,481枚 A 保健センター

15
・地区別コミュニティスポーツ振興事業の実
施

コミュニティ
スポーツ参加
者数

13,200人 8,438人 C
社会教育

スポーツ課

（５）禁煙と適正飲酒の推進　　

目標 実績値
進捗
状況

16
・母子手帳交付時、乳幼児健診、マタニティ
教室における啓発チラシ等の配布

子どもがいる
家庭での分煙
実施率

98.0% 93.5% B 保健センター

17 ・ホームページ、広報による周知 広報掲載回数 4回 5回 A 保健センター

18
・母子手帳交付時、マタニティ教室における
啓発チラシの配布

妊娠中の禁酒
率

100% 99.6% B 保健センター

19
・専門の医療機関や断酒会など、関係機関や
相談窓口を随時紹介

相談窓口の紹
介

実施
実施
1件

A 障がい福祉課
保健センター

①妊婦、子ど
  もがいる家
  庭での禁煙
 ・受動喫煙
  防止の推進

母子健康手帳交付時に、飲酒による胎児への影響について周知し、妊娠中の禁酒の必要性を指導し
ます。

　アルコール依存症の相談や治療が行える医療機関等の情報提供を行います。④飲酒に関す
  る相談窓口
  等の情報提
  供

③妊娠中の禁
  酒の推進

禁煙の相談や治療が行える医療機関に関する情報提供を行います。また、たばこによる健康への影
響について、周知に努めます。②禁煙外来等

  の情報提供

担当課

母子健康手帳交付時や乳幼児健康診査において、妊婦や子どもがいる家庭での禁煙や受動喫煙の防
止の必要性を指導します。

取組み

内　　容

身近で手軽に運動できる場等を情報提供するとともに、体を動かすことの重要性の周知や動機付け
を行い、運動のきっかけづくりを支援します。

　地域の団体等が実施するウォーキングや軽スポーツ等の活動を通じて、運動の機会を提供します。

①運動を通じ
  た健康づく
  りの推進

（主な事業）

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

③地域におけ
  る運動の機
  会の提供

②運動のきっ
  かけづくり
  への支援

評価
指標

R7年度

担当課

様々な媒体の活用や運動教室の開催等を通じて、日常生活に気軽に取り入れられる身体活動・運動
の普及啓発に努めます。

各種スポーツ教室の充実を図るとともに、誰もが気軽に行えるレクリエーションスポーツを普及す
ることにより、市民の健康づくりを支援します。

取組み

内　　容

№
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（６）健（検）診等による健康管理の促進　　　

目標 実績値
進捗
状況

20

・集合検診、女性検診、土曜検診の実施
・精検未受診者への電話勧奨
・40、60歳の節目年齢への受診勧奨
・ウェブ予約の実施

精密検査受診
率

96.5% 88.6% B 保健センター

21
・集団健診の実施
・受診勧奨等の発送
・未受診者への再勧奨

①集団健診実
施回数
②健診受診率

①16回
②
43.0％

①15回
②
35.6％

B 国保医療課

22

・集団健診時の初回保健指導の実施
・医療機関への保健指導の一部委託
・郵送による状況把握
・土日の保健指導の実施

特定保健指導
実施率

48.0% 59.2% A 国保医療課
保健センター

23
・成人健診や健康教育（本気でやせたい人の
運動教室、糖尿病予防教室等）における啓発
・ホームページ、広報による啓発

啓発回数 72回 80回 A 保健センター

24
・糖尿病性腎症重症化予防事業（未受診者・
中断者への医療機関受診勧奨、かかりつけ医
の指示に基づく保健指導の実施）

未受診者・中
断者における
医療機関受診
者の割合

72.0% 32.4% C 国保医療課
保健センター

25
・乳幼児健診、子育て支援センター等におけ
る受診勧奨

受診者数 330人 318人 B 保健センター

26 ・45歳、55歳への受診勧奨 受診者数 790人 601人 B 保健センター

　保健指導の内容や実施体制の充実を図り、特定保健指導の利用を促進します。

様々な媒体の活用や健康教育の開催を通じて、がんや循環器疾患、糖尿病、COPD（慢性閉塞性肺疾
患）などの生活習慣病予防の意識啓発に努めます。

重症化リスクの高い人を対象に、医療機関と連携して保健指導を行うとともに、継続受診の勧奨に
努めます。

①がん検診等
  の受診促進

受診しやすい環境整備と様々な機会や媒体を通じて受診勧奨を行い、がん検診等の受診を促進しま
す。また、精密検査未受診者に対し、受診勧奨を行います。

受診しやすい環境整備に努めるとともに、様々な機会や媒体を通じて受診勧奨を行い、特定健康診
査の受診を促進します。

⑦骨粗しょう
  症検診の受
  診促進

⑥成人健康診
  査の受診促
  進

健康診査の受診機会の少ない若い世代を対象に、生活習慣病予防の意識を高めるため、成人健康診
査の受診を促進します。

　様々な機会や媒体を通じて受診勧奨を行い、骨粗しょう症検診の受診を促進します。

⑤生活習慣病
  の重症化予
  防の推進

②特定健康診
　査の受診促
　進

③特定保健指
  導の利用促
  進

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課

※特定健康診査受診率及び特定保健指導実施率は翌年度11月初旬に確定値が公表されることから暫定値を使用

④生活習慣病
  予防の意識
  啓発

※

※
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（７）感染症予防の推進　　　

目標 実績値
進捗
状況

27

・健康教育、広報、ホームぺージ、チラシ等
による情報提供
・新型コロナワクチン情報のメール配信サー
ビスの実施

広報掲載回数 28回 35回 A 保健センター

28
・ホームページ、広報による情報提供
・はがき、電話、乳幼児健診、赤ちゃん訪問
による個別勧奨

乳幼児接種率 94.0% 82.2% B 保健センター

基本施策２　親子の健康づくりへの支援

（１）健やかな子どもの成長への支援　　　

目標 実績値
進捗
状況

29-1

・子育て世代包括支援センター(基本型)にお
ける相談の実施
・「子育て支援アプリ・ポータルサイト」、
「子育て応援サイトママフレ」の運用、情報
提供の実施

相談件数 実施
実施

840件
A

キッズピアお
おがき子育て
支援センター

29-2

・こども家庭センター等における相談の実施
・市内助産所における産後ケア事業（デイ
サービス）の実施
・広報、メール等によるこども家庭センター
の周知

広報掲載・
メール配信回
数

5回 6回 A 保健センター

30 ・電話、家庭訪問による継続支援の実施 支援実施率 100% 100% A 保健センター

①妊娠期から
  の切れ目の
  ない支援の
  充実

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課

妊娠期から子育て期にわたり、個々の相談に応じるとともに、関係機関と連携し、必要なサービス
や支援につなげます。また、子育てサービス等に関する情報提供を行います。

①感染症予防
  の意識啓発

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課

感染症に関する情報や新しい生活様式等の感染予防の知識の普及に向けて、様々な機会や媒体を通
じて情報提供を行います。

　感染症予防における予防接種への理解を促し、定期予防接種を推進します。

②定期予防接
  種の推進

②乳幼児への
  継続的な支
  援

乳幼児健康診査等で継続的に支援が必要な児や保護者を対象に、各関係機関と連携し、家庭訪問や
電話連絡等により支援を実施します。
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目標 実績値
進捗
状況

31-1

・乳幼児健康診査、かるがも教室、5歳すこ
やか相談における保健指導の実施
・つくしっ子通信等による情報提供

3歳児健診保健
指導実施

実施 実施
1,055人

A 保健センター

31-2
・「子育て支援アプリ・ポータルサイト」に
よる情報提供

ポータルアク
セス数

80,700件 44,087件 C
キッズピアお
おがき子育て
支援センター

32-1 ・生活習慣点検カードを活用した啓発 啓発実施園数 18園 18園 A 保育課

32-2 ・学級活動における食育、保健指導の実施
保健指導実施
学校数

19校 19校 A 学校教育課

基本施策３　高齢者の健康づくりの推進

（１）介護予防・フレイル対策の推進　　　

目標 実績値
進捗
状況

33
・介護予防に関する出前講座、高齢者の自主
活動団体での健康教育等の実施

健康教育
実施回数

260回 266回 A 保健センター

34
・体ぴんぴん教室、ボディコントロール教室
の開催
・ホームページによる情報提供

ホームページ
掲載回数

8回 8回 A 保健センター

35

・ぎふ・すこやか健診の受診促進
・フレイル状態の人への笑・話・歯 動場の
参加勧奨
・低栄養状態の人への訪問指導等の実施
・笑・話・歯 動場、元気でやってる会にお
けるフレイル質問票と健康教育の実施

笑・話・歯 動
場の紹介件数

300件 329件 A
高齢福祉課
国保医療課
保健センター

R7年度

担当課№ （主な事業）
評価
指標

②ロコモティ
  ブシンド
  ローム対策
  の推進

③フレイル対
  策の推進

①介護予防に
  関する正し
  い知識の普
  及啓発

　寝たきりや要介護状態にならないよう、健康教育等で正しい知識の普及啓発に努めます。

市ホームページや健康教育等で、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の予防に関する情報
を提供し、運動器の機能向上に向けた指導を行います。

③規則正しい
  生活習慣の
  確立への支
  援

乳幼児健康診査や各種事業等において、規則正しい生活習慣の重要性について、保健指導や情報提
供等を行います。

フレイル状態の高齢者を早期に把握し、低栄養や筋力低下等の個々の状態に応じた保健指導を行
い、通いの場を通じたフレイル予防の意識啓発や社会参加を促進します。

園や小学校において、食事、運動、睡眠、歯みがき等の規則正しい生活習慣の確立にむけた指導等
を行います。

取組み

内　　容

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課
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（２）認知症予防の推進　　　

目標 実績値
進捗
状況

36 ・笑･話･歯 動場における健康教育の実施
笑･話･歯 動場
開催回数

240回 240回 A 保健センター

基本施策４　地域と連携した健康づくりの推進

（１）関係団体等との連携　　　

目標 実績値
進捗
状況

37
・地区社会福祉推進協議会への参加
・保健センターだより等による情報提供

協議会参加会
場数

19会場 19会場 A 保健センター

38

・地区センターまつりにおける健康相談、健
康教育の実施
・ネットワーク委員会における健康教育の実
施

健康教育
実施会場数

19会場 23会場 A 保健センター

39

・薬剤師会、生命保険会社等と連携した健
（検）診情報の周知啓発
・ショッピングセンターにおける減塩の推進
（再掲）

健（検）診情
報提供団体数

6団体 6団体 A 保健センター

（２）健康づくりに関わる人材の資質向上　　　

目標 実績値
進捗
状況

40
・生活習慣病予防、日本型食生活等をテーマ
とした食生活教室の開催

食生活教室開催
回数

15回 15回 A 保健センター

41 ・母子保健研修会の開催
母子保健研修会
開催回数

4回 4回 A 保健センター

42-1 ・介護予防従事者研修会の開催 参加者数 100人 149人 A 高齢福祉課

42-2
・介護予防サポーター、シルバーリハビリ体
操指導士研修会の開催

シルバーリハビ
リ体操指導士研
修会開催回数

2回 2回 A 保健センター

　地域住民主体の活動に参加し、健康相談や健康教育を行います。

　地域の企業や団体と連携し、各種の健康施策の周知啓発等に努めます。

　介護予防事業に関わる人を対象に研修会を実施し、資質向上を図ります。

　食生活改善推進員を対象に研修会等を実施し、資質向上を図ります。

　母子保健推進員等を対象に研修会等を実施し、資質向上を図ります。

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課

内　　容

№ （主な事業）
取組み

③介護予防に
  関わる地域
  住民の資質
  向上

②母子保健推
  進員等の資
  質向上

①食生活改善
  推進員の資
  質向上

③企業や団体
  との連携

②地域の各種
  活動への参
  加

評価
指標

R7年度

担当課

①地区社会福
 祉推進協議
 会との連携

①認知症予防
  活動の推進

取組み

　地区社会福祉推進協議会の会議へ参加し、各種団体等に健康づくりに関する情報提供を行います。

健康教育等で、地域の団体と連携し、認知症についての正しい知識の普及啓発を行い、脳を活性化
させるための取組みを行います。

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課
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自殺予防対策（第2次自殺対策計画）

基本施策１　地域におけるネットワークの強化と人材の育成　

（１）関係機関・団体との連携の推進

目標 実績値
進捗
状況

1 ・保健推進協議会の開催 開催回数 3回 3回 A 保健センター

2

・あんしん見守りネットワークによる支援の
実施
・地域見守り関係事業所との協定
・民生児童委員研修活動の支援
・民生児童委員活動の広報の推進

①実施地
　区数
②協定事
　業所数

①20地区
②72事業
　所

①20地区
②71事業
　所

A
社会福祉課
(社会福祉協

議会)

3-1 ・相談支援部会、暮らし支援部会の開催 開催回数 4回 4回 A 障がい福祉課

3-2 ・地域ケア個別会議の開催 開催回数 100回 64回 C 高齢福祉課

4 ・代表者会議、実務者会議の開催 開催回数 5回 5回 A 子育て支援課

5 ・ＤＶ防止等対策地域協議会の開催 開催回数 1回 1回 A 社会福祉課

6 ・障がい者虐待防止研修会の開催 開催回数 1回 1回 A 障がい福祉課

（２）自殺予防対策を支える人材の育成

目標 実績値
進捗
状況

7 ・こころの健康セミナーの開催 開催回数 1回 1回 A 保健センター

8 ・教職員研修の実施 参加者数
①400人
②30人

①400人
②31人

A
教育総合
研究所

評価
指標

③特定の問題
  に対する会
  議の開催

②地域団体と
  の連携の強
  化

①保健推進協
  議会の開催

　自殺予防に対する意識を高めるため、市民や事業所、市職員を対象に研修会を開催します。

　教職員の経験年数や力量に応じた研修等を実施し、指導力や資質の向上を図ります。
②教職員の指
  導力・資質
  の向上

①自殺予防対
  策研修会の
  開催

R7年度

担当課
取組み

内　　容

№ （主な事業）

　医療・労働・教育・自治会等の関係者による会議で、自殺対策について検討します。

　ＤＶ被害者の適切な保護と支援のため、関係機関等で協議を行い連携を強化します。

　障がい者に対する虐待の解決に向けた支援を通じて、関係機関との連携を強化します。

　要援護者等の個別課題の解決に向けて、多職種の視点から支援方針等を検討します。

　関係機関で構成する協議会の機能強化を推進し、児童虐待の防止と早期対策に努めます。

取組み
（主な事業）

評価
指標

R7年度

　社会福祉協議会や民生・児童委員と連携を強化し、適切な支援や相談機関につなげます。

担当課

内　　容

№
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基本施策２　市民への啓発と周知
（１）様々な媒体を通じた市民への周知

目標 実績値
進捗
状況

9
・広報、ホームページによる啓発
・リーフレットの配布

広報掲載回数 9回 9回 A 保健センター

10
・広報、ホームページによる周知
・相談窓口一覧（チラシ、ポスター）の配布

相談窓口一覧
配布数

4,000枚 3,827枚 B 保健センター

基本施策３　生きることの促進要因への支援
（１）相談体制等の充実

目標 実績値
進捗
状況

11 ・こころの相談の実施 実施回数 22回 22回 A 保健センター

12
・市民相談、法律相談、行政相談、土地建物
相談等の実施

相談件数 実施
実施

353件
A

まちづくり
推進課

13 ・消費生活相談の実施 相談件数 実施 実施
1,650件

A
まちづくり

推進課

14 ・人権よろず相談の実施 実施回数 30回 30回 A
人権擁護
推進室

15 ・雇用・就労相談の実施 相談件数 実施 実施
3,921件

A 商工観光課

16-1 ・医療・福祉に関する相談の実施 相談件数 実施 実施
2,839件

A
市民病院
よろず相談・
地域連携課

16-2 ・がんサロンの開催
催しの開催回
数

320回 342回 A
市民病院
がん相談支援
センター

17 ・相談支援事業の実施 相談件数 実施 実施
2,444件

A 障がい福祉課

②市民生活に
  関する相談
  の実施

評価
指標

R7年度

担当課

②悩みや心配
  ごとの相談
  窓口の情報
  提供

①こころの相
  談の実施

⑤医療・福祉
  に関する相
  談等の実施

⑥障がいに関
  する相談の
  実施

 こころの健康に関する悩みの相談に対応します。

 市政や市民生活全般に関する悩みを抱える人の相談に対応します。

 消費生活に関する悩みを抱える人の相談に対応します。

 差別や虐待、パワハラ等の人権問題にかかわる相談に対応します。

 子育て中の人や外国人、生活困窮者等の生活相談、職業相談に対応します。

　医療・福祉に関する相談等に対応するとともに、がん患者と家族に語らいの場を提供します。

 障がいのある人とその家族等からの相談に対応します。

④雇用・就労
  に関する相
  談の実施

③人権に関す
  る相談の実
  施

　３月の自殺対策強化月間や、９月の自殺予防週間に合わせて、自殺予防等の啓発に努めます。

　各種団体等が実施する悩みや心配ごとの相談窓口について、情報提供を行います。

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

①自殺予防の
  意識の啓発

担当課

取組み

内　　容

№ （主な事業）
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（２）自殺未遂者と遺された人への支援

目標 実績値
進捗
状況

18
・訪問、電話による相談支援、関係機関等の
紹介

相談件数 実施 実施
０件

A 保健センター

19
・死亡届提出窓口における岐阜県自死遺族の
会のリーフレットの設置

設置施設数 9施設 9施設 A 保健センター

（３）勤務・経営者に対する支援

目標 実績値
進捗
状況

20
・広報、ホームページによるメンタルヘルス
に関する情報提供

ホームページ
更新回数

8回 8回 A 保健センター

21-1 ・大垣労務推進協会セミナーの開催 開催回数 1回 1回 A 商工観光課

21-2 ・人権同和講演会、人権啓発講演会等の開催 開催回数 6回 6回 A
社会教育

スポーツ課

22 ・企業等への啓発チラシの配布 情報提供企業数 2,700社 2,700社 A 保健センター

（４）高齢者に対する支援

目標 実績値
進捗
状況

23
・地域包括支援センターにおける相談支援の
実施

相談件数 実施 実施
14,705件

A 高齢福祉課

24
・補助金の交付
・老人クラブの活動支援

①単位クラブ
数
②会員数

①141
　クラブ

②7,800
　　 人

①122
　クラブ

②6,473
　　 人

B 高齢福祉課

25
・ふれあい・いきいきサロン、高齢者を囲む
会の開催

①サロン実施
数
②実施地区数

①346
　　か所
②20地区

①324
　　か所
②16地区

B
社会福祉
協議会

③高齢者の交
  流活動の促
  進

評価
指標

R7年度

取組み R7年度

担当課

担当課

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

 市ホームページ等において、メンタルヘルスに関する情報提供を行います。

②職場環境改
  善の促進

①メンタルヘ
  ルスに関す
  る情報提供

　企業等における職場環境改善や人権に関する啓発・研修等の情報提供などの支援に努めます。

　老人クラブを支援し、高齢者の生きがいと健康づくりを推進します。

　高齢者の交流活動の促進を図ります。

取組み

内　　容

№ （主な事業）

②遺された人
  への情報提
  供

①自殺未遂者
  への支援

　医療機関や保健所等と連携し、自殺未遂者への相談支援を行います。

　県と連携し、岐阜県自死遺族の会の情報提供を行います。

②生きがいと
  健康づくり
  の推進

①高齢者の包
  括的な相談
  の実施

③「清流の国
  ぎふ健康経
  営推進事
  業」の周知
  啓発

事業に関する情報を提供し周知・啓発に努めます。

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

担当課

　高齢者や家族に対して相談を行うとともに、必要に応じて各種サービスにつなげます。
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目標 実績値
進捗
状況

26
・ひとり暮らし高齢者等の自宅への緊急通報
装置の設置
・広報、ホームページ等による周知

緊急通報装置
設置台数

785台 743台 B 高齢福祉課

27
・認知症サポーター養成講座、認知症カフェ
の開催

①養成講座開催
回数、受講人数
②カフェ開催回
数

①45回
1,600人
②66回

①28回
1,115人
②66回

A 高齢福祉課

（５）生活困窮者に対する支援

目標 実績値
進捗
状況

28 ・相談支援、就労支援の実施 支援プラン作成 実施
実施

100件
A

社会福祉課
(社会福祉協

議会)

29
・生活とこころの相談の開催
・臨時相談の実施

開催回数 3回 3回 A

社会福祉課
(社会福祉協

議会)
保健センター

30 ・関係機関による支援会議の開催 開催回数 12回 12回 A
社会福祉課
(社会福祉協

議会)

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

取組み

内　　容

№ （主な事業）
評価
指標

R7年度

⑤認知症施策
  の推進

④ひとり暮ら
  し高齢者等
  への支援

②生活困窮者
  の健康相談
  の実施

①生活困窮者
  の自立支援
  の推進

生活困窮者等の情報共有、支援を目的とした支援会議を開催し、多分野多機関との連携を強化しま
す。

担当課

高齢者等が在宅での生活が続けられるよう｢ひとり暮らし高齢者等見守りほっとライン事業｣を推進
します。

　認知症の人を見守り、家族の負担軽減につなげ、専門職が介護者への相談支援を行います。

担当課

　生活困窮者が抱えている課題を整理しながら、関係機関と連携し、生活再建に向け相談支援や就労
支援を行います。

　生活困窮者に対する健康上の悩み相談に対応します。

③庁内連携会
  議の開催
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（６）女性・子ども・若者に対する支援

目標 実績値
進捗
状況

31
・こども家庭センター等における相談支援の
実施

相談件数 実施 実施
2,620件

A
保健センター

こども家庭センター
キッズピアおおがき子

育て支援センター

32-1

・スマイル発達相談、オプトメトリスト相談
の実施
・園訪問、窓口、電話相談等の実施

相談件数 実施
実施

207件
A 子育て支援課

32-2 ・乳幼児相談、5歳すこやか相談の実施 相談件数 実施 実施
1,076件

A 保健センター

33
・女性の悩み相談、女性のための法律相談、
女性のためのキャリア相談の実施

相談件数 実施
実施

352件
A

男女共同
参画推進室

34 ・女性相談の開催 相談件数 実施
実施
80件

A 社会福祉課

35
・小･中学校生徒指導部会における検討
・学級活動、道徳、保健体育の時間におけるＳ
ＯＳの出し方等に関する教育の実施

SOSの出し方等
に関する教育実
施学校数

28校 28校 A 学校教育課

36
・学校が定めた方針の公表、保護者や地域住
民、関係者等からの情報に基づく初期対応の
実施

実施学校数 28校 28校 A 学校教育課
教育総合研究所

37
・児童会・生徒会が主体となった意見交換の
実施

意見交換実施
学校数

28校 28校 A 学校教育課
教育総合研究所

38
・外部専門家で構成するスクールサポート
チームの派遣

派遣回数 実施
実施
16回

A 学校教育課
教育総合研究所

39
・学校における情報モラル教育の実施
・情報モラルに係る約束の児童生徒及び保護
者への周知

実施学校数 28校 28校 A 学校教育課
教育総合研究所

40
・電話による相談、来所による相談、学校や
家庭への訪問相談の実施

相談件数 実施 実施
1,050件

A 学校教育課
教育総合研究所

41 ・家庭教育相談の実施 相談件数 実施
実施
15件

A
社会教育

スポーツ課

42
・青少年健全育成研修会(ブロック研修会)の
開催

参加者数 2,000人 2,331人 A
社会教育

スポーツ課

　妊娠期から子育て期にわたる様々な悩みの相談に対応します。

⑦青少年の健
  全育成の推
  進

⑤情報モラル
  教育の充実

⑥子どもと保
  護者の悩み
  相談の実施

④小中学校に
  おけるいじ
  め対策の推
  進

③児童生徒の
  SOSの出し
  方に関する
  教育の推進

②女性に関す
  る相談の実
  施

①妊娠期から
  子育て期に
  わたる相談
  の実施

　女性が抱える様々な悩み相談や、仕事、法律上の相談に女性の専門家等が対応します。

　ＤＶ等、社会生活を営む上で困難な問題を抱えている女性の相談に対応します。

　児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育の実施に向けた取組みを推進します。

　生徒指導上の問題を抱える学校へサポートチームを派遣し、訪問相談等を行います。

　子どもたち自身が主体となって、いじめのない学校を目指す取組みを推進します。

　学校で定めた方針に基づき、いじめの未然防止、早期発見・早期対応に取組みます。

　子どもの発達が気になる保護者に相談支援を行います。

（主な事業）
評価
指標

R7年度
担当課

内　　容

№

　発達段階に応じた情報モラル教育を推進し、家庭におけるインターネットの適切な利用を啓発しま
す。

　小・中学生、保護者等の悩みに関する相談や、生活・行動面における相談に対応します。

　地域全体で子どもの成長を支えていけるよう、青少年健全育成活動を支援します。

取組み
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